
「 本 稲 作 柄 ヨ助 向 子E 握 」 シ ス テ ム の 開 発

〔農試県南分母 )

1.背 景とねらい

県内の本構作柄動向を統一的に把握で きる資料 として、農作物断計資料 (束北農政局岩手続計情報事務所)が

あるものの体系的に整理されておらず、データの入手 ・整理に身 くの時間を要し煩雑である。

普及指導の面で、出戦の収量水準や栽塔の現状 く面積 ・収憾量等)及 び動向の的確な把握、更に、水稲の生育

捗断 ・予測技術のに立の分野においても、今後この資料の重要性は一層増すもの と考えられ る。

今回パソコンを用い r農作窃統計資料 Jよ り 「水補作柄に関連す る資料」のデータベースを作成 し、 本補作価

「g連 資料が続一的に迅速に待 られ、地区毎の本補収工変動の状態 ・収量水準等作柄動向の把握が春男 となるシス

テムを作成 したので普及指導上の参考に供する。

2.技 術内容

「農作物続計資料」より水稲裁者状況及び作柄動向に関連する 5項 目 (市町村別水稲裁培面積 ・収優工 ・10a

収量 ・平年収量 ・作況指数)の データを入力 し、作柄資料が統一的に迅速に得られ動向把優が容易とな るシステ

ムを作成 した。現在昭和38年から昭和60年までのデータはすべて入力 してある。

(1)各 プログラムの機能

ア.デ ータ管理 (RSTAT)

データの入力、訂正、原データの出力及び地区ヨー ドの出力 を行 う。データの出力は、年次別 (地区毎)、

出区別 (年決年)の 2方 法を設定 した。

イ.作 柄分布図の作成 (lHAPR)

岩手県の出田上に市可村別の 10a当 収士、平年収工、作況指数を措層別に色別区分 (5段 階)し 表示

する。

ウ。収量の推移 と変動

(ア)収 量の年決推移

地区ヨー ド番号を指定す ることにより、 1 0 a 収 工 ,平年収量の年次推移を表示す る。 同時表示は最大

4地 区に設定 した。

( 4 ) 収量変動の年次間差 ・地域差 ( S U I 1  1 )

指定年次間における平均収量、 ま たは収士の変動係数を用いて収量変動の状態を把握する。

このプログラムで比較で きる内容は次のお りである。

① 果 なる年次間における収量変動係数の対比

② 特 定年次間における収量水準 (平均収量)と 収工変動係数の対比

③ 果 なる年決間、 ま たは単年度間の収量水準 (平均収量)の 対比

( 2 ) 道 応機種及び必要周辺機器

N E C  P C ■9 8 0 1  ( 使 用言語 : N 8 8 日 本語 B A S I C ( 8 6 ) )

カラーデイスプ レイ及びカラープ リンター

フロッピイアイスクドライブ  1基

3.指 導上の留意事項

(1)入 カデータが ,32 7 6 8～+3 2 7 6 7の数値範囲を越える下記のデータについては、ファイル得造の関係上、

プログラム内処理により入カデータの10の位を四捨五入 したにで出力 される。

(例 :85 4 6 0 (入 力 )十 一~一 →855 0 0 (出力))

議当す る項目 。地区名は次の通 りである.

① 裁 塔面積 :着 手県、北上川下満

② 収 憾量  :岩 手県、北上川上流、北上川下流、花巻市

(2)収 穫量、裁培面積についてはデータの保存、原データの出力にとどめた。

(3)デ ータは昭和 38年 から昭和 60年 まで全て入力 してあるが、今後のデータtよ利用者が 「データ管理プ

ログラム Jを 用いて入力す る必要がある。
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図-1 シ ステムの構成領念

図-2 昭 和55年冷督における岩手県の作柄分布 (出力例)
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